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フランス17世紀1

Madame

こ

de　La　Sabliあre

おける市民階級の女性

の場合

赤 木 冨 美 子

La　femme　de　la　Bourg

Madame

　　　　　　　　の　　　　じ

　　　　　eo1Sle　aU

de　La　Sabliさre

17e　sibcle

Fumiko　Akagl

　　Au　cours　de　nos　recherches　pr6c6dentes　suエMme　de　Lambert，　nous　av三〇ns　montr6　qu’

en　CertainS　Salens’intelleCtUelS，1eS　femmeS　aVaient　aCCbS　aUX伽deS　de　tOUteS　SOrteS，　a

con（玉ition　qu，e1玉es　ne　perdent　pas　leurs　qualit6s　f6minines：agr6ment，　humilit6，　sensibilit6　etc．

　　Mme　de　Lambert　avait　propos6　comme　id6al　Mme　de　La　Sabli邑re　douさe　de　toutes

圭es　qualit6s　de　fem田e　et　aya簸t　acquis　une　prof（）nde　science。　Nous　avo葺s（lonc　6tudi61e

mi1呈eu　oU　Mme　de　La　Sユbliもre　avait　v6cu　et　nous　avons　pr6cis61es　co葺ditions　dans

］esquelles　une　femme　bourgeo三se　avait　pu　passer　une　vie　si　i凱ellec乞uelie．

　　Ensuite　nous　avons　d6gag61a　conception　de　la　femme　parfaite，　c’est－£ヒd呈re　de　la　femme

“qul　a　beaut6　d’homme　et　grace　de　femme”accept6e　daロs　l’entourage　de　Mme　de　La

Sablibre．

　　Nous　avons　alnsi　p工ouv6　une　tradition　de　la　femme　parfaite，　identique，　dans　ies　salons

du　17e　sibcle　do撹celui　de　M搬e　de　La　Sabliさre　fut　le　plus　bri難ant　et　dans　ceux　du

siさcle　suivant　do凱le　plus　intellecしuel　est　celui　de　Mme　de　Lambert．

　　前号では18世紀初頭の女牲論として，M’nede　Lambertのそれをとりあげたのであるが，この

夫人が女性の学問を擁護するために，錨いてみせた理想像は注目に価すると思われた。女性が自

然に備えているすぐれた感受性の上に，学問によってその知性を關発するなら，男性には見られ

ない完壁な人間ができる可能性があるというのがそれで，夫人はこの説の支持者としてSainte

Evremondを持出し，翼体例としてM’nede　Sabliさr．eをあげたのだった（1）。最近のDeioffreの

註（1）　‘‘Une　Dame　qui　a　6t6　un　mod邑le　d’agr6ment　sert　de　preuve　a　ce　que　j’avance．　Tous　ceux

　　　　　　　qui　l’ont　connue　c◎nviennent　que　c’6tait　la　plus　s6duisante　personne　du　monde，　et　que

　　　　　　　les　goGts，　ou　plut6t　les　passions　se　rendoient　maitre　de　son　imaglnation　et　de　sa　ra三son，　de

　　　　　　　ma賑沁re　que　ses　goOts　6toient　toujours　justlfi6s　par　sa　raison，　Et　resp壱ct歪s　par　ses　amis”
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研究σ厩♂♂6γ㎏麗3tipistolierによって，Mηtede　Lambertが一世代ll奪の彼女の理想像，Mmede　La

Sabliさreに実際に会っていたことが発箆された（2）のは大きな収獲であるが，それだけでなくM°ite

de　Lambe：tがこのような理想像を大きくかかげる背景には，それが，この両世紀にわたって荏

在したある，知的グループの人々ξこ共適な理想だったという事実があるのではないだろうか。そう

だとすれば，女性の知的活動に対する一つの共遡な考え方がそこから導き患せるのではないだろ

うか。このことの一つの譲三tysとしてDeloffreの仮設がある（3）。彼は，文体の爾からであるが，

Nouvel！e　Pr6ciosit6とよばれるM・・昭e　Lambertとそのサwンの常連の好みの源を求め，

Pr6cios三t6…一一M”iede　La　Sablk）reのサロン　ー　Nouvelle　Pr6ciosit6という系列を想定している

のである。そこで文体の藺だけの継続でなく，aのグループの流れの中には，女性についても，

共通の支配的な観念があったという推灘が成立つのである。・今1螺まこの推灘の系列を裏｛戯する第

一歩として，M「’‘8de　La　Sab1撤eがどの様に岡時代人に受けとられたかを中心に調べてみたい。

17世紀後半が，結婚に際しての女性の人格を1主彊していた程には，女性の知的開発を認めていな

かったことは，既にみたとおりである（4）。Mmede　la　Sab疑reに対する評価を調べることによっ

て・この時代に女性の学問が，少くとも認容されるぎりぎりの条件を探し出せると思われるので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　o　　　・　　　●　　　●　　　●

　ン　　つ

の《）。

，o

●

　ところで17世紀のような時代では，M”噸e　La　Sablihreの属した身弁を明らかにしておく必要

があるだろう。彼女は，醸身の家系から云っても，一方遠縁にも当っていた夫の家系から去って

もプロテスタントであり，市民階級の出であった（5＞。夫のAntoine　Rambouillet，　sieur　de　La

Sab泌reはフランスの五大地主の一人で脳指の金融業潜であるNico｝as　Rambouilletの息であ

っfcが，それでも，　Grande　Mademoiselleのような大貴族の醒には，　Mη閉e　La　Sabiihreが

「小さな町人女（6＞。」としかうつらなかったのは当然のことである。それゆえ，Mm”・de　La　Sablibre

を考える場合，いかに裕福であれ，彼女の生活のすべてを規則していたモラルはあくまで市民階

Oeuvγes　co7nPlbtes　cle　Mme　de　Lambeγt，　6d．　1808，　p．172、

　　　　　‘‘Les　femmes　ont　pour　elles　une　grande　autorit6：c’est　S．　Evremond．Ωuand　il　a　voulu

　　　　donner　un　mod壱le　de　perfection，　il　ne　l’apa＄plac6　chez　Ies　h◎mmes”，　ibid．，P。172．

翻！（2）　‘‘王）o邑tes　galants，　philosophes　9．・ans　P6danterie，　voyageurs　et　gens　du　monde，　composaient

　　　　autour　d’elle　une　soci6t6　d’6星ite　qui　preiude　incontes　tablement　aux　salons　du　s沁cle　suivant：三l

　　　　est　significatif　que　Madame　de　Lambert，　qui　en　ava三t　fa三t　partie，　ait　pr6sid6　au　premier　d’

　　　　entre　eux”，　Deloffre　，　Guilleragsces　epiεtotier，　Revue　d’Histoire碑〃o∫7θde　la　France，1965，

　　　　P．610．

　　（3）　‘‘L’interm6diaire　nous　apparalt　ma三ntenant　avec　6vidence：c’est　le　salon　de　Mme　de　la

　　　　Sabli＞re．”Deloffre，　Une　Pプ6c∫os∫だnouvel‘e，　Mariva”ec　et　le　Marivaudage，2e　6diti◎n，1967，

　　　　p．611，Addendurn　．

　　（4）拙論「フランス17世紀における市民階級の女性」（大阪外園語大学学報17羅pp．1－14）

　　（5）　　Menjot　d，E夏benne，　Madame　de　La　Sa　blibre，　chap、　1一更II．

　　（6）　Ibid．，P．81’．
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級のそれであったことを忘れてはいけないだろう。しかしこうした町入女をも含めて，当蒔知的

生活の重要な中心となったサロンの女主入は，　「無数⑦」だったのであり，しかもそうしたサロ

ンの女主人としては，Grande　MademoiselleもM”噸e　La　Sabliとreとしばしば共通の友人を持

っていたことも否定出来ない。例えばRochefortや後にGrande　Madem◎iselleの夫となった

Lauzaneも，　Mmede　La　Sab｝k．reのサロンの當連であった（s＞。　La　Fontaineが，　「英雄達，半

神達，そして神さえも，」（9）と譲ったように，そのサロンでは，　「古い嚢族階級が，学問と文学の

貴族階級と出会い，この二つの結合はいつも彼女のサロンの栄誉だった」（ゆのである。Molibreが

BoileauやBernierと同席してMalade　i・maginaireの幕間劇をまたたく關に作ったというのも

そこであった（11）。サロンの女主人として養族を集め，文学者を後援するという役劇は当時の社会

が喜んで女惚こ認めたものである。以上の～べっでは，M”昭e　La　Sabli6reは郵｛毒無数にいた上

流霧民階級の一女性にすぎないのであるが，彼女の場合閥題となるのは，難しい科学や哲学の領

域にまで彼女葭身が興味を持ち研究を積んだという点である。まずその学悶がどのようなものだ

ったか，賛否両論の中から光をあててみよう。

　Mo1撤eのLes　FemnzeS　Savantesのモデルは，いろいろの点でM｝曝e　La　Sabliもreと合

致しないのであるが，Bo“eauのSatire　Xと5　e　Epltreの一節が，夫人を霞指していることは研

究老の一致した意冤である（12／j。「はじめに捻薫にあがるのは誰だろう。ほら，Roberva1が尊敬し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
Sauveurが患入するあの女学者だ。どういうわけであの女は，あんなに濁った霞をして，っやの

ない顔をしているのだろう。それはね，皆が云ってるよ，Cassiniの計算にもとずいて，雨よけ

の中で，天体観灘儀片手にJupiter暴を追って一晩中すごしたからだとさ。じゃまをしないでお

きましょう。あの女の学閥は∠潟ヨは～そう忙しく，まだまだ用事があるらしい。新しい顕微鏡の

実験が，Dalanc6のところで彼女の筋でまもなくあるし，それから胎児と一緒に死んだ女の解綱

をDu　Vernayのところへ兇にゆかねばならぬ。吾等の物好き女の目は，何も逃しはしないの

熱（7）A．Aclarn，　Histgire　de　la　Litt・ratttre　fraagaise　att　XVIIe　sibcle　，　t．　IH，　P．33．

　　（8）Menjot　d’Elbenne，　op．　cit．，P．81．

　　（g）　」’aurait　fait　voir　ti　ses　pieds　des　mortels，　Et　des　H6ros，　des　demi－Dieux　encore；M益me

　　　　　　des　DieUX”．

　　（10）　艦な入物をあげると

　　　　　Lauzun，　le　comte　du　Lude，　Rochefort，Brancas，　Tr6ville，　Brlenne，　Barillon　et　Bonrepaux，

　　　　　　‘‘les　deux　am1）assadeurs　de　la　rue　des　Petits－　Champs”，　Saint－di6，　d’E［ervart，　Sourches，

　　　　　Dangeau，　Beringhen，　Ruvigny，　a王nl　de　Turenne，　Jean　Sobiesky　，　qui　fut’plutard　roi　de

　　　　　　Pologne，　La　Fare，　Charleval，　Chaul三eu，　　Saint－Evremont，　Vergier，　Chapelle，　Moli壱re，

　　　　　Racine，　Huet　，　CharEes　Perrault，　PelissQn，　Conrart，　FQntenelle，　Benserade，　La　Fontaine，

　　　　　Menjot　d’Elbenne，　op．cit．，70。

　　（13．）　E．Magne，　Ninon　de　Lanclos，　6dition　（lefinitive，　1948，

　　（12）　Bo圭ieau，　Satires，　P．P．　Ch、　Boudhors、1934，　Notices　et　Notes，　P．295；Boileau，　Satires，，

　　　　　P．P．　A．Cahen，　P．167．
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さ。」（Satire　X，　v，425－437）（13）……。これはMWie　de　La　Sab1蹴eの死後，発表されたものであ

るが，Boileauの悪意には次のようないきさづがあるとされている（14）。1674年にBoileauは，

5　”　Epltreの中で）iV．me　ae　La　Sablibreを課束【1して，

　Ωue　Yastrolab⊃en　maln，　un　autre　aille　chercher

　Si　le　Soleil　est　fixe，　ou　tourne　sユr　son　axe；

　Si　Saturne　h　nos　yeux　peut　faire　un　parallaxe　：（三5＞（Epistre　V　v，28－30）

と歌った。］y．me！e　La　Sユblibreは，沼颪刺をしようと志すからには，扱う題材を知っていなくて

はならぬ。太陽が固定して動かないという説を支持している人々は，太陽が軸の上をまわると主

張する人々と岡じなので，異る二つの説ではない。」と注意してやり，第一，astrolableは天体

の高さを測る道異で太腸が闘定しているかどうかを見るのに何の用もなさぬ。それにP3rallaxe

は女性名詞であるとつけ撫えた。Boileauはひどく恨んで，　Satire　Xの，上に引周した節をかいた

というのである。Bcileauのような無知は当疇普通のことと愚われるので，この挿語はM㍑de　La

Sabllさreの科学知識が相当のものであったことを示していよう。次に賞讃者の翻から箆てみる

と，Corbinelliは「彼女は最も広い最も確かな教養を有していて，ギリシャ語を完全に知ってい

た」（le）という。　Racineのギリシャ語の知識が珍らしがられた時代（17＞，これは確かにまれな知識

である。このことはN－7nede　S6vign6も証言している。　「彼女は私達がVirglleを読むように

Homさreを読むことが出来ます」（18＞と娘に書き送っているのである。　Mmede　La　Sablibreを紹

介したMercure　Galantの記事は，「文学上の著作についていうと，先だって私は，それをすば

らしくよく判断する女性のところにいました。……彼女は数ケ岡語を理解し，それよりうまく云

い廻すのは難しいという詩をつくります。だから，アカデミーフランセーズの大方の著名人も著

作を世に問う前に彼女の意見を求めることを馬鹿らしいとしないのですj（19）と述べている。

Charles　Perraultは「特異な才能と多くの機智とを有する夫入」〔20）と評している。その名声は国

外にも拡がっていて，1685年9月，P．　BaylcはNonvelges　de　la　RtiPttbliqpte　des　Lettresの

中で「M”mede　La　Sab1ibreは並1まずれた頭脳の待主としてどこでも知られている。（彼女に著書

Z）outesを捧げた大哲学者のBernier氏は，）著作の留頭1こおいた名前を彼の作贔が不滅にする

よりも，その名前の方が作品を不滅にしてくれることを疑っていない」（Oeuvres　diverses，　t．1，

P．374）といっている。またFentenelleによって書かれたElo9∂de　Sauvett7の中では，有名

註　（13）　］Boileau，　Satiプes，　P。P．　Ch．　13Qudh◎rs，　P，97　（Ep｛tre　V　v，28－30）．

　（14）　P．Clarac，　Boilean（Les　Grands　Auteurs　Frangais，　Ed，　Mellott6e），　p．215，　n．4．

　　（15）　　Boileazc，　Ei｝itres，　P．P，　】Boudhors，　P．29．

G6）　A．A（玉am，Histoiγe（オεla　Littiratuγe　francaiseα琵XVIIe　s琵cZθ，　t，W，　 P　

37．

　　（17）　voir　I（n三ght，　Racine　et　1α　GrUce．

　（18）Mme　de　S6vign6，　Lettres，（B三bliothbque　de　la　PI6iade），　t．II，　P．315，　lettre　50g　Au　co蹴e

　　　　de　Bussy　Rabutin　et　a　Madame　de　Coligny，　A　Livry，　ce　3Ge　juillet　1677．

　（19）Menjot　d’Elbenne，　op．cit，，P．67．

　　（20）　　2：bid，，　p．70，　note　5
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な数学者Sauveurが彼女の支持によって名を成した事実をあげ，「彼女がいかにあらゆる異っ

た精神をよく感じるカがあったかを証明した」（21）とその功績をたたえている。r彼女はただ文学

者であるだけではなかった。彼女の精神は哲学の原理にも科学現象にも熱意をもって關かれてい

た。彼女はひそかにもっとも著名な数学者の授業も受けた」（22）というMenjot　d’Elbenneの意

見は充分証明される。

　ところがこの女性が学閥探求や第一級の学者，文学者との会謡におくった1G年間以外の生涯を

一
瞥する蒔，私達は17世紀市民階級の女性の周囲にめぐらされていた暗い厚い壁にっきあたらざ

るを得ないのである。後のM・7冤eLa　Sabllhi：e，　Marguerite　Kesseinは1640年Gilbert　Hessein

の長女として生れた。祖父はHe捻τHVのValet　de　chambreだったが，父は金融に携わった

り，商取引をしたりして財産をつくった人である。14才で，前にのべたように大財産家の次男に

嫁した。夫は浮気者であったが，とに角13年聞は平穏な結婚生活をおくり一男二女をもうけた。

ところが夫人の父Gilbertが多額の借財を残して死ぬと夫は彼女を苛酷に扱い，燐腿を願い幽る

ことを強調して彼女を修道胱へとちこめた。鋼居の条件には，三人の子を手放すことも念まれて

いたので夫人は長い閥反抗したが，諦めて燐居と財産分離を申請，三入の子を夫に委ねた後，

1669年7月，一入Neuve　Petit－Champsの住居に移った。やがてパリーの知的サsuンとなった

住層での生活がこうして始まつたわけであるが，1668年4月1蝦に彼女の提出したProstestatien

は夫が，気質の不遊合を理由に強制的に彼女を修道駐へやったこと，しかし14年もの結婚生活の

実績があり三入の子まであり，このような苛酷な扱いを受けるどんな理由も夫に与えたことがな

いことが訴えられている。（23）裁判の結果，持参金の％が利子と共に彼女に返されることになった

が，夫の死までは子供達との往来もなく，畏女の婚礼には列席も許されないという弼辱を受けね

ばならなかった。（24）以上はMenjot　d’Elbeaneの詳細な研究に拠ったのであるが，著者はこのよ

うに，夫の勝手な気持だけで，一種の離婚が威立ったとしている。これに対して，Emile　Magne

（21）　“Quelques　Dames　mδme　aiderentきsa　r6pUtation．　une　prlncipalement　qui　logeoit　chez　elle

　　le　celebre　la　F◎ntaine，　qui　g。負tant　en　meme　temps　M．Sauveur　prouvolt　combien　e二1e　6ヒoit

　　sensible　h　toutes　les　dlfferentes　s・rtes　d’esprit．”（F・ntenelle，　Histoire　de　l’Acadti7nie　roNale

deS　Scienees　en　l699　et　les　Etogθs　historiqttes，　1724，　p．383）．

（22）Menlot　d’Elbenne，　op．cit．，P．72．

（23）　　‘‘ledit　sieur　son　mary　ra　ob｝ig6e　d’aller　demeurer　dans　｝e　couvent　et　hospice　de　Charonne，

　　　est　demeur6e　d’accord　de　sa　pention　et　ly（s三c）amenn6e　soubz王e　pretexte　que　leurs　hu－

　　　meurs　ne　se　pQuvoient　accommoder，　quoy　qu’11　y　ait　quatorze　ans　qu，　i｝z　soient　pourveus

　　　pnr　rnar三age，　et　qu’ils　ayent　tro三s　enfans　de　leurdlt　mar呈age，　et　qu’elle　ne　luy・aye　jamais

　　　donne　subject　de｝a　mal　tralcter　comme三i　a　falct．”（PrQtestatl◎ns　de　Margurite　Hessin，

　　　femme　d’Antoine　de　Rambouillet，　s量eur　de　la　Sablonn三さre（sic）。　contre　les　signatures

　　　　ex三96es　d’elle　par　son　mari　1668，14　avril，　Menjot　d’Elbenne，　op．cit．，P．342）．

（24）Menjot♂Eibenne，の．cit．，57．
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じ

はその 　Lαfin　troubS6e　de　Tallemant　des　R6aUX　の中で，　Y夫入の方も同じ位浮気老であっ

た。－1（2s）としているが，何ら証明は提歯していない。　Louis　Rocheは，　「一体何事が起ったの

か。誰しも見抜くことである。夫が（浮気の）模範を示したので，若い妻も或日自分の心の云う

ことをきいたのであろう。そこで央権という味方を持つLa　Sab▼iさre氏は，この・母親を子供達か

らひきはなしたのだ」（25）と云っているが，これも証拠はない。こんな説が出る程，この一方約迫

害は．後代の理解をこえたものであったらしいが，理由はいずれにしろ，法律は全く女挫の味方で

なかったことは明らかである。また一方，公然の携人を持つことが．普通であった大貴族とは，夫

も妻も全く異った道徳信条に生きていたこともうかがえる。別隈後数年して，娘の結婚に際して

M’ne　de　La　Sabli6reが夫に与えた手紙は彼女の考えをよく現わしている。彼女は娘の結婚につ

いて夫の選択に同意し，「何故なら，あなたは凡てのことをもっともよくおやりになると確儒し

ておりますから。」と云い，「私の子供達についての～切をすっかりあなたの導きに委ね，また私

はあなたがお望みになる～切のことについて決して従瀬にもとることがない」（27＞と信じて下さる

ようにと願っている。こうして実際の記録は，N．meJe　la　Sab艶reの強いられた孤独な生活と，

従願な性格を示すのみである。更に有名なサmンの女主入公としての年月の聞も，彼女は賢く理

性約に暮していたようで，最近発見されたGuilleragueの，夫人宛の手紙にも《v◎tre　livre　de

l－a三SOII》28）という書葉があり。この晃方は一般に広く受入れられていて，　La　Fontaineも《Si

j’6tais　sage…si　j’avais　un　esprit　anssi　r6gl6　qne　vous》と歌っているという。夫や子供を離れ

て数年後，彼女の愛した唯一人の入は，La　Faエeであったが，この恋人に裏切られると彼女は現

世に絶望して，（29＞廃疾者救済院で病人の世話をしながら徐々に陰遁生活に入り，癌で亡くなるま

で，再びmondeを省みようとしなかった。この頃，魂の指導を受けていたRanc6師にあてた

（25）

（26）

（27）

（28）

（29）

“ D61aiss6e，　Mme　de　la　Sablibre，　d’humeur　a“ssi　volage，　avalt　entendu　Ies　douceurs　que　lui

prod｝guaient　ma玉nts　mourants．　Souhaltant　u鵬］ilert6　qui　lui　permettrait　d’aimerきsa

gu量se，　eUe　avait　obtenu　du　Chatelet，　sens三ble　a　ses　requetes，　s6paration　de　biens　et

d’habitat三〇n．（E．Magne，　Laノ㍑troubl6e　de　Tallemant　des　Rtiatex，1922，　p，312）．

L．Roche，　La　Yie　de／b⑳；de　La　Fontaine，19i3，　p。239．

“Je　ne　doute　pas　q羅e　la　personne　a　qui　vous　songez　pour　celaゴait　les　qualit歪s　n6cessa三res

P。ur　la　rendre　heureuse．　Et　aprbs！es　soins　que　vous　avez　pr三s　pour　cela，　il　serait　inutile

que　j’examinasse　rien　aprbs　vous，　puisque　je　su三s　persuad6e　que　vous　ferez　tout　pour　le

rnieux．　Je　vOuS　supPlie　dOnc　trとS　hu曲1ement　de　crOlre　qUe　je　reSSens　C◎mme　je　dO三S　leS

soins　que　vous　ave・pris　pour　cela．　que　je　me　remets　entierement　6　votre　conduite　sur

tout　ce　qui　regarde　mes　enfants，　et　que　je鷺e　manquerai　lamals　de　soumisslon　pour　tout

ce　que　vous　p◎urrez　souhaiter　de　moi．”（L．Roche，（）p．ci彦．，Append玉ce，p。403）．

Deloffre，　GuilleragUeS　Epistolier：une　lettre　in6dite　a　／lfme　de　hαSabゐTbプθ，　Rez／ue　d’Histoire

liSt6’raire　de　la　France，　1965，　p．595．

“ Mme　de　La　Sabliさre　est　dans　Incurables，　fort　bien　gu6rle　d・un　mal　que　pon　crolt至ncura＿

ble　pendant　quelque　temps，　et　dont　la　gu6rison　r6舞euit　plus　que　nulle　autre．　Elle　est　dans

ce　bienheureux　6tat；e1王e　est　d6vote　et　vraiment　d6vote；（Lettre　de　Mme　S6vign6きMme

de　Gr三gnan，21e　juin　l680，　Mme　de　S6vignξ，（ゆ．cit．，t。II，　P．753）．
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乎紙には，　「際勢を現わしすぎた後で，今はかくれるべきです。」（3のとか，f臼分の過去の生活

には，嫌悪なしに目をむけられない」〈3i）とか，　「私の愚い上りは常に悪魔のそれのようでした。

そして世間がそれに気付かないほど巧く隠していただけ一層そうでした。世闘には私は慎ましく

謙虚だと思われていたのですから罫32）といった言葉が多く。この聴期には手仕事とお祈りだけに

日を過していたという。（33＞

　こうして実生活の爾では，輝かしい知的探求の10年間の前にも後にも，びくとも動かない偏見

の臣大な塊しか見出すことは出来ないのである。筋には，強力な夫の権利に家庭内の一番上の奴

隷として従うことしか出来ない女姓の姿しかなく，その後には，神の御許でこの10年間の生活を

否定する僑者の姿しか見られないのでおる。社会という大きな壁の申の実生活と，宗教という同

じく厚い壁の巾の精神生活との閥で，この17世紀の女性が興味の赴くままに没頭出来た知的探求

の時間は，｝書｛由な空気の流れるわずかな隙闇のような空闘にすぎないのだろうか。やがてM’nede

Lambextに希望をあたえるこの理想の才能も，社会の壁を打破らないという条件でやっと黙認さ

れているかぼそい流れにすぎなかったのだろうか。しかし～部の入々は既に，女性達の知識に対

するこの欲求を採周して，旧い観念と，それに対立するこの動きをできるだけ調和させながら，

新しい流れを受入れようとしていたのではないだろうか。

　確にこのことは，Mme　de　La　Sab1breの学閣を賞める賛成者の言葉そのものによっても証明出

来ると思われる。Menjot　d’Elbenneは，　Charles　Perraultの，「彼女力沙しも知識をひけらかさ

ず，天賦の才を持っているという長所と共にそれをかくす配慮を入々は岡じく尊んだ（3幻という

批聾を紹介しているが，彼女の賞讃には常に知識をかくす女性らしさの強調が附加されているの

である。1’Abb6　d’Olivetも隅様に「被女は詩を好み，哲学を妊んだ，しかしひけらかさずに⊥35）

と評判を伝えており，RQcheは，当時云われていた批評をまとめて，　「鰺気で鰯り気がなく，

善意にみちてやさしく（何とPhilaminte（女学者）から遠いことか），繊細な魅力と非常に高い

魏姓を縮えたすばらしい女．！㈹と云っている。このように，女性に課せられた，知識をかくすとい

う美徳を伴ってはじめてその知識欲が許されたらしいのである。La　17emme　et　la　vie　，piritueZ－

　　（30）Menjot　d’Elbenne，　op．cit，　P．284．

　　　（31）　　Ibid，，　p．329．

　　　（32）　　lbid．，　p．182．

　　（33）　Ibid．，　p．184．

　　（34）Menjot　d’£lbenne，　op．cit．，P．96。

　　（35）“Elle　se　plaisoit　b　la　P・esie，　et　p王us　encore　a　la　Philosophie，　mais　sans　osteRtation．”

　　　　（Histoire　de　l・Acadimieノ勿惣oゴsθdepμis　X　652ゴttsqu’diヱ700　Par　M．　VA．bbE　d’olivet，1730，

　　　　　P．218）．

　　（36）　　L．Roche，　oP．cit．，　p．2褄4．
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le（37）の著者は，この塁寺代の女性の著作にっいて研究し，　r社交界の女性も宗教界の女性も極度の

慎ましさを持っており，非常に厳正に匿名をまもったのである」（38，と述べているが，まさに知的

探求は夫熱と兎られ一といたにすぎないのであり，IM・i”’　je　La　Sablibreはその実生活の淋しさ故に

大國にみられたものであろう。Bemierは人種研究を彼女に教えるにあたって，　「かまうもの

か，それがほんの小半時でもあなたを孤独のかげからひき出せるものならffiC39）と云っている。

M　’・　・・　Cl　e　La　Sablibreが女性1こ課せられた謙虚の徳を守りながら，できるだけの知識を得たいと努

力した点，女性の学問という間題の発展への一つの進み方を見ることができ，1　i’ntede　Lambert

へ続く系列を認めることができるのである，尤も彼女が個人的には，このつつましい知的探求さ

え，謙虚を装った傲慢として否定するに至るのは，この流れからの離脱と見なさねばならない。

一
つの主義主張をもって女性擁護を志した嚢族女性達（Pr6cieuses）とは，　Ni”’ede　La　Sabliさre

は自身の女姓観において異っていたのは明らかで，これはMenjot　d’Elbenneも力説している。（4°）

が一方，女性らしさと知：1勺能力の一致を人間の最高のものとする考え方も，この時代以後の或

知的グループに共通した理想として存在していて，M唄e　La　Sablibreは意識してその理想を体

現しようとしたとも考えられる。その共通な観念は，一体何時頃発生して，どのような支持者を

得て受けつがれて行ったかは，奔の段階では明らかでないし，紙数も詳述を詐さないが，あまり

宗教的でない文学者の閥に，その例が多く見られるということも事実である。例えば，Mmede　La

Sa　blibreの心酔者La　Fontaineは，最上のほめ言葉として，《A　beaut6　d’homme　avec　grace

de　femme》（41）と云っている。またSaint－Evremondは，理想の女性像を描いた後で，「以上が絶対

いない女性の描写です。……むしろ完全な人間の観念です。私はこれを男達の閲には探そうとしま

せん。というのは，女達の交際で出会う，云うに去われぬやさしさが男達との交際にはいつも欠け

ているからです。女達に自然に備わった魅力と快よさをもった男を晃つけるより，男達に比べても

最も強く蕉しい理性をもった女をみつける方が，まだしも不可能でないと思っています」（42）と結

んでいる。これがM’「nede　Saint　Pierreについて書かれたものらしくて，Mn’ede　La　Sablibreのこ

とではないという事実㈹は，こうした理想像が相当広い範臨に存在したことを示すと愚われる。

　　（37）　Gueudre，　La　Fa7nme　et　la　Vie　spiritteelle，　XIIe　Sibcle，1964，　Nos　62－63，　p．47．

　　（38）　‘‘De　plus，　femmes　du　monde　et　religieuses　sont　d’une　modestie　excessive　et　gardent　un

　　　　　trとs　strict　anonymat．”（lbid．，P．47．）．

　　（39）　Menj（）t　d’Elbenne，　ep．cit．，P．93，　note　3．

　　（4G）　par　exemple，‘‘Elle　n’6tait　pas　pr6cieuse，　et　son　savoir　ne　nuisait　pointきson　charme”

　　　　　Ibid．，　p．60－70．

　　（41）　La　FGntaine，　Fa　ble　XII　15．

　　（42）　‘‘Voilb　Ie　portrait　de　la　femme　qui　ne　se　trouve　point，　si　on　peut　falre　le　portrait　d’une

　　　　　chose　qui　n，　est　pas．　C’　est　plutost　Pid6e　d，une　personne　accomplie．　∫e　ne　l，ay　polnt

　　　　　voulu　chercher　parmy　les　h。mmes・，　parce　qu’il　manque　tousiours　it　leur　co凱merce　le　ne

　　　　　Sgay　qUelle　dOUCeur　qU’On　renCOntre　en　celUy　deS　femme＄；et　j’ay　CrG　mOinS　impOSSible

　　　　　de　tr・uver　dans　une　femme　la　plus　fQrte　et　la　plus　saine　rais。n　des　h・mmes，　que　dans

　　　　　un　horame　les　charmes　et　les　agr6ments　naturels　aux　femmes．”　（Saint－Evremnnd，　Oeii－

　　　　　vres　en　Prose，　P．P．　R．Temols，　t．II，　P、53）．

　　　（43）　lbid．，pp．　38－45。
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